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論文内容の要旨

本論文は，リパーゼによる立体選択的および位置選択的変換反応を利用して，見虫フェロモンおよび関連物質の実

用的合成法について検討した結果をまとめたもので緒論および6章から構成されているO

緒論においては本研究を始めるに至った背景および、本論文の構成について述べている。

第1章では，米国において270種以上の樹木および穀物を食害し第一級害虫とされているマメコガネ (Popilliαjα

ponicαNewman) の性フェロモンの合成について記載している。本フェロモンの合成中間体であるメチル (RS)-4-

ヒドロキシ -5-テトラデシノエートをリパーゼ (Pseudmonαs sp. 由来)により光学分割することを鍵反応とする

実用的合成法について述べているO

第2章では，上述のマメコガネと同様の害虫であるドウガネブイプイ (Aαnomαla cupureαHope) の性フェロモン

の合成について記述しているO 本フェロモンの合成中間体である (RS)-4- ヒドロキシ-5- ドデシノエートをリパー

ゼ (Pseudmonαs sp. 由来)により光学分割することを鍵反応とする実用的合成法について述べている。

第3章では，落葉樹を中心に食害する森林害虫であるマイマイガ (Lymαntria dお:par L.) の性フェロモンの重要な

合成中間体である， 2， 3- エポキシ -8ーメチル-1- ノナノールのプタすい臓由来のリバーゼによる光学分割に関す

る検討結果を記述している。

第4章では，第3章で検討した光学分割反応と香月・シャープレス不斉エポキシ化反応を組み合わせることによるマ

イマイガの性フェロモンの実用的大量合成法に関して記述している。

第5章では，近年新規モノマー原料として注目されている分子内にカルボキシル基を有するアクリル酸エステルの

合成に関する検討結果を記載している。ヒドロキシカルボン酸メチルエステルとアクリル酸ビニルを原料としたリバー

ゼ (Pseudmonαs sp. 由来)による位置選択的エステル交換によるメトキシカルボニアルキルアクリレートの合成，

および，その Cαndidα cylindrαcea リパーゼによる位置特異的加水分解反応によるカルボキシアルキルアタリレート

の合成法を記述している。

結論では全体の要約を述べているO
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論文審査の結果の要旨

酵素を利用した有機合成は最近盛んであり，その不斉反応を含む立体選択性，位置選択性，官能基選択性が注目を

集めている O 本論文では高い光学純度を要求される昆虫フェロモンの合成中間体をリバーゼを利用して効率よく合成

する方法を検討，考案している O また，リバーゼのその他の特異性を利用して，新規モノマー原料の高純度合成法も

提案している。

本論文の主な成果は以下の通りである。

1 第1級害虫マメコガネ (Popillia j，α:ponicαNewman) を駆除するためのトラップ用性フェロモンは，その光学対

掌体が強く活性を阻害するため99%e.e. 以上の光学純度が要求される。本フェロモンの合成中間体であるメチル(

RS)-4 ヒドロキシ -5-テトラデシノエートのリパーゼによる光学分割を鍵反応とする高光学純度フェロモンの

実用的合成法を開発した。

2 上記マメコガネと同様の害虫であるドウガネプイブイ (Anomαla cupurøαHope) の性フェロモン合成中間体，

メチル (RS)-4ーヒドロキシ 5 ドデシノエートをリパーゼで光学分割することを鍵反応とした高光学純度フェ

ロモンの実用的合成法を開発した。

3 第 1 級森林害虫であるマイマイガ (Lymαntriα dispar L.) の高光学純度性フェロモンを香月・シャープレス不

斉エポキシ化反応とリバーゼによる不斉アシル化反応を組合せてその効率的大量合成法を開発した。

4 カルボキシルアルキルアクリレートは新規機能性ポリマー原料として注目されている。高純度カルボキシルアル

キルアクリレートの化学合成は困難であるが，リバーゼの位置選択的反応を利用し，その実用的合成法を開発した。

以上のように，本論文はリバーゼを利用した高光学純度昆虫フェロモンおよび新規ポリマー原料の実用的合成法に

関する多くの新しい知見を与えており，これらの成果は酵素工学の発展に寄与する所が大き L、。よって本論文は，博

士論文として価値あるものと認める。
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